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重工業用工作機械業界は、隔年
4月に北京で開催される中国国
際工作機械見本市に注目致しま
す。CIMTは業界内で最も重要な4
つの見本市の1つで間もなく開催
されます。2011年、中国は重工業
用工作機械業界において売上の
37％を占める大変重要なマーケッ
トです。

「近年の中国市場において幾つか
のトレンドがありますが、その一つ
に高品質製品を生産する為の様々
な努力があげられます」とWaldrich-
Siegenのヴァイス・ディトマール前
副社長（現UnionChemnitz社長）
は述べています。「一方で、人件費
の上昇により生産性を向上させる
ことが競争力を維持するためのプ
レッシャーとなっています。それに
加えて、ミリングマシンと旋盤のよ
うな別々のプロセスが一つの重工
業用工作機械に統合されているこ
とに気づきました。」とヴィッツ・ス
テファン博士新社長が付け加え、「
これらの開発は、当然の結果で工
作機械の需要が大幅に増加する
中、中国企業はそれらを満たすた
めにWaldrichSiegenの重工業用
工作機械に大変注目しています。

中国市場における我々の実績はこ
れらトレンドを取り込んできた事に
対する裏付けで、昨年は東方重機
有限公司よりガントリー設計用に
大型5面加工機ProfiMillを受注致
しました。最近ですがProfiTurnは
東方タービン有限公司（2ページ参
照）に据付けられ、2月より上海電気
（SMTW）にてProfiMillの試運転
が実施されます。さらに済南ディー
ゼルエンジン有限公司のProfiMill
の2台がBurbachのWaldrichSiegen
工場（ドイツ）で、出荷前立会い検
査に合格し出荷へと準備が進めら
れております。

マシンの品質、精度、効率はもとよ
り、中国市場に提供している優れ
たサービスがWaldrichSiegenの成
功の理由の一つであるとヴィッツ・
ステファン博士新福社長は考えて
います。「WaldrichSiegenは中国国
内の社員が販売から近代化までを
マシンのライフサイクルを通じて、
対応しています。嘉興に生産工場、

販売から改造まで長期に渡る優れたサービス
北京に営業所があり、その他にも
顧客が機械研修などでドイツを訪
れた時の対応として中国人従業員
を雇用しています」。

更にWaldr ichSiegenは中国の
顧客と接する機会を増やす為、
北京で開催されるCIMTに例年
通り出展します。今回は姉妹会社
であるUnionChemnitzと共に出
展致します。2011年にこの横型
中繰盤のメーカーであるUnion-
Chemnitzを傘下に迎えたことによ
り、HerkulesGroupはさらに幅広い
商品を提供できるようになりました。
「顧客の反応は上々で、現在我々
は門型ミリングマシンに興味を持
っているお客様に新たに中繰盤も
提供できるといったようにシステム
を一元供給することが可能です」と
ヴァイス・ディトマール社長は述べ
ています。

中国顧客の最大関心事に応える
為、2013年SMTWと済南ディーゼ
ルエンジン有限公司との共同企画
に合わせWaldrichSiegenは技術
セミナーを開催します。最新の技術
革新を紹介した後、セミナーでは
WaldrichSiegenのProfiMillのアプ
リケーションに焦点を当てた内容
となっております。またセミナーで
はお客様の実機を用いて経験につ
いて語って戴くライブショーも予定
しております」とヴィッツ・ステファ
ン博士は述べています。

この経験から中国における当社
の顧客は、彼らの生産性と製品
の品質を向上させる方法を学
び、WaldrichSiegenは中国市場に
おけるニーズの変化をオンタイム
で捉え、ニーズに合わせた装置の
最適化を実現することが可能とな
ります。

正確かつ効率的・・・WaldrichSiegen工場にて。済南ディーゼルエンジン有限公司でのProfiMill出荷前立会い検
査。タンス・テスト。



社説 I Christoph Thoma

3倍の精度
WaldrichSiegenと中国最大のタ
ービンメーカー東方タービン有
限公司とは長期に渡るパートナ
ーです。ProfiTurnは、2012年に
東方タービン有限公司より委託
された時は中国の会社にとって3
台目のWaldrichSiegen旋盤でし
た。1989年に東方はWaldrich-
Siegenの最初の旋盤を、2008年
に3台目の旋盤を注文しました。
両方のマシンは試運転以来動き
続け顧客を完全に満足させてい
ます。どちらも最高の精度で稼
働しています。
マシンの素晴らしい品質と生産
性に基づいて、東方タービン有
限公司は新しい旋盤を検討する
際、再びWaldrichSiegenを選び
ProfiTurn2500を注文致しまし
た。150トン、直径2,500ミリ、
高さ15,000ミリのタービンロー
ターは最高の精度で加工されて
います。
ProfiTurnは東方タービン有限公
司の新たな始まりの一部です。
東方市の施設の大部分は2008年
に四川省で起きた大地震で破壊

されました。数百人の労働者が
この悲劇のために亡くなり、数
千人が負傷しました。東方ター
ビン有限公司はこの大参事後の2

2013年1月、今まで機械エンジニ
アリングのマネージャーだった
ヴィッツ・ステファン博士
は、WaldrichSiegenの新社長に
就任しました。2004年からトー
マ・クリストフ会長と一緒に会
社を経営していたヴァイス・デ
ィトマール前副社長と交代しま
す。

「ヴァイス副社長はなぜ今副社長
を辞任するのですか？」

ヴァイス副社長：「私はトーマ
会長と協議の上で決断を下しま
した。ヴィッツ博士はこれまで
の3年間WaldrichSiegenで働い
て、会社を非常によく知ってい
ます。今なら、私はWitt博士をサ
ポートし、構造化された方法で
自分のタスクを引き継ぐことが
できます。我々は、これが適切
なタイミングで適切な解決策で
あると一致しました」。

「なぜあなたは後継者としてヴィ
ッツ博士を推薦したのですか？」

ヴァイス副社長：「彼はドイツ
のアーヘンにあるRWTH工科大
学の工作機械の研究室で学び、
そこで彼は、工作機械技術研究
所の機械工学部門のマネージャ
ーを務めていました。この経験
は彼を優秀な工作機械の専門家
に育てあげました。また彼の性
格は社長としての技術的な能力
と同じくらい重要です。当社の
社員は彼を信頼し、心から私た
ちの決定に同意しています。

「ヴィッツ博士。ヴァイス副社長
はこれからも自身の素晴らしい経
験であなたを支援し、助言しま
す。あなたは彼から何を学ぶこと
ができますか？」

ヴィッツ博士：「私は構造化さ
れた業務の引継が非常に重要だ

と思います。機械エンジニアリ
ングのマネージャーとしての私
のこれまでの仕事で詳しく機械
を学ぶことができたし、会社内
のプロセスもよく理解していま
す。ヴァス副社長は特に販売に
関して多くの経験を有する方で
すので、この面において彼のサ
ポートを受けられことは大変喜
ばしことです。

「あなたは、業界の経済闘争の時
代 に 社 長 に 就 任 さ れ ま
す。WaldrichSiegenの将来のため
にどんな戦略を、準備しなければ
なりませんか？」

ヴィッツ博士：「我々は、少数
精鋭で開発のチャンスをつか
み、既存の製品を活用しますが
我々は全く新たな製品開発をし
ています。例えば立旋盤です。
したがって、私たちは、1つのソ
ースから幅広い製品を提供するこ
とができます。ドイツのWaldrich-
Siegenで作られた高品質•高性能
の機械の概念は175年の間でずっ
と守られてきました。

「ヴァイス前社長：未来から過去
へ。WaldrichSiegenでのあなたの
時間はどんなものでしたか？」

ヴァイス前社長：「非常に興味
深いだけでなく、非常に挑戦的
で良い時間でした。私たちは多
くのことを達成することができ
たと思います。WaldrichSiegen
とUnionChemnitzの関係はうま
く位置づけされていると思いま
す 。 ト ー マ 会 長 と 私
は、WaldrichSiegenを健全な財
務基盤に乗せ、技術、コスト意
識や顧客の接遇に関する良好な
バランスを達成してまいりまし
た。私は、これは良い組み合わ
せだと思っていますし、今日
WaldrichSiegenが存在する理由
だと思います。そして、我々は

適切な時に後継者を選んだと信
じています。
我々は、この世代から秩序を持
って次の世代に行くことができ
ます。

「ヴァイス副社長、ヴィッツ博
士。インタビューありがとうござ
いました。」

新しいトップ

年以内に、生産拠点を汉王から
徳 陽 市 に 移 転
し、WaldrichSiegenはProfiTurn
の導入によって、東方タービン

有限公司の成功に貢献できたこ
とを誇りに思っています。

Stefan Elze

後任のStephan Witt博士(左)Dietmar Weiß氏(右)WaldrichSiegenの社長

ヴァイス・ディトマール前副社
長は約10年前から私と一緒に会
社を経営してまいりました。こ
の間、彼は先見の明を持ち、責
任感に溢れた行動で経営に取組
んでまいりました。2013年1月
で、WaldrichSiegen福社長ヴァ
イス・ディトマール前副社長は
社長を退任し、彼の後継者とし
てこれまで機械設計部の責任者
であるヴィッツ・ステファン博
士が後任者となります。

初めてヴァイス・ディトマール
前副社長と後任について話をし
た時、私はできるだけその件を
先送りしたいと思ったほどで
す。ヴァイス前副社長は2004年
以来、戦略的ビジョンと多くの
エネルギーを持ち会社経営に携
わってまいりました。その成功
と自信から従業員は彼に信頼を
寄せ、その豊富なノウハウとメ
リットを享受してまいりまし
た。

WaldrichSiegenで過ごした時間
の間、ヴァイス・ディトマール
前副社長は常に信頼できるパー
トナーでした。私達の顧客にと
っても、私の個人的なパートナ
ーとしてもでうす。共同経営者
として、私たちは完全に一致は
しなかったが、常に彼の建設的
な態度のために、必ず共通点を
見つけることができました。ヴ
ァイス・ディトマール前副社長
は根っからWaldrichSiegenの人
間ですが、一方でHerkulesGroup
にとっても大変興味をもった実
業家です。

彼が慎重に後継者を選び、その
過程で新しい社長としてヴィッ
ツ・ステファン博士を推薦しま
した。私は喜んでこの提案に同
意しました。私は技術的な知識
が豊富で有能で忠実なマネージ
ャーとしてヴィッツ博士を高く
評価しており、また顧客も社員
の両方が彼を完全に信頼してい
るからです。

この決定が容易になったもう1つ
の理由にヴィッツ博士の能力を
引き出すためにヴァイス前副社
長が継続して彼をサポートする
との約束があります。今後ヴァ
イス前副社長は代理権を持つ
HerkulesGroupの副社長兼Union-
Chemnitz社長として業務に付き
ます。

このようにして我々はあらゆる
面において企業の継続性を保証
す る 解 決 策 を 見 つ
け、WaldrichSiegenは明るい未
来に向かって出発します。

WaldrichSiegenのProfiTurnは、品質と精度を表しています。



WaldrichSiegen は2013年1月に“
世界一の鉄鋼メーカー“を目指す
日本の鉄鋼メーカーより革新的
な技術を有するProfiTex60シリー
ズを受注しました。

このEDTマシンの持つ最先端のテ
クスチャリング技術より彼らの
ロールのショップは品質と生産
性をさらに向上させることがで
きます。ProfiTexの導入により毎
月約200本のロールを処理する予
定です。

当鉄鋼メーカーはすでに他の3つ
の工場でWaldrichSiegenのテク
スチャリング技術を採用してい
ます。これらの実績に基づき、
４つ目の工場で鋼管、自動車産
業向けの高品質の鉄棒と鋼鈑製
品を生産しています。

日本の市場では再注文の受注が
重要：国際レベルでの競争力を
維持するために、日本の鉄鋼業
界では表面加工への要求が高ま
っています。取引先である三井
物産プラントシステム株式会社
との協力によりWaldrichSiegen 当鉄鋼メーカーはProfiTex60Sで月に200本のロール加工を予定しています。

は日本の鋼板加工分野において
これまで高価で信頼性の低いシ
ョットブラストマシンからEDTに
よるテクスチュアリング技術へ
と置き換わりました。

新たなProfiTexを国内で販売した
ことで、WaldrichSiegenはマー
ケットリーダーとしての地位を
確信しました。ProfiTex60Sは、
日本市場に向けた初のコンパク
トEDTのマシンです。

WaldrichSiegenはロール研削盤
の改造及びレトロフィット市場
向けに山九株式会社との協力体
制を確立しました。ロール研削
盤の改造はWaldrichSiegenが品
質におけるリーダーであること
を証明する新たな市場です。

Jan Babatz

注文通りのエンジンのための注文通りのコンセプト
ProfiMillシリーズの門型ミリング
マシンは精度とパフォーマンス
の面で新しい基準を築いたこと
を世界中の顧客が確信しまし
た 。 わ ず か 数 年 後 の 現
在、WaldrichSiegenは再設計さ
れたProfiMillを全ての重要産業	
（工作機械業界、電力工学産
業、エンジンの製造業と一般機
械建設等）において示すことが
できます。

一例としては、済南ディーゼル
エンジン有限公司です（JDEC）
。彼らはガスエンジンの加工で
WaldrichSiegenのProfiMillを導入
しています。2台のProfiMil lは
2013年の晩夏にJDECに据付けら
れる予定です。この2台はツール
やクランプ装置を搭載し完全な
加工方法やプログラムの開発も
含んでいます。

エンジンブロックの加工は、頻
繁にアクセスすることが困難で
あるエリアを含んでいるので、
装置には拡張性のある特別なコ
ンポーネントが装備されていま
す。8個のミーリングヘッドは完
全に自動化された集合チェンジ
ャによってスムーズに交換さ
れ、192個のツールスペースを有
する自動ツール交換装置も一体
化されました。

日本市場向け新世代EDTマシン

JDECのProfiMillには完全に自動化されたアグレゲートとツールチェンジャーが装備。

JDECの現場での試運転を最小限
に短縮するために、2012年2013
年冬にドイツのBurbachにある
WaldrichSiegenの製造工場で出
荷前立会検査が行われました。
製品の品質と精度をチェックし
た後、2つのMAN 32 V型エンジ
ンと 2つのエンジンケースは
JDECによって加工され、すべて
の要求精度に準拠していること
が確認されました。JDECにおけ
る新たな生産センターピースと
なるProfiMillは、最高の品質と効
率性を持ってワークを加工致し
ます。契約に基づく全試験項目
を完了し大変満足戴きました。

Hubert Schuhen 

SMTW用ProfiMill
上海電気（SMTW）もProfiMillを導入しています。ProfiMill
と、SMTWは研削盤用のベッドを生成します。詳細については次
回のWaldrichSiegenニュースレターにてお知らせ致します。
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EMO 2013
WaldrichSiegenは4月のCIMT
の出展後、2 0 1 3年9月1 6日
～ 2 1日の期間ハノーバーで
開催されるE M Oに参加しま
す。WaldrichSiegen、Union-

一番思い出深い出来事について
彼に尋ねた時、Karl-Hermann 
Kolb曰く「私は据え付け時に韓
国で台風に遭い10秒以内で私の
車は激流に飲まれ姿を消すなか
私は車から逃げ出しましたと語
る」

4人の男の話はこれほど劇的では
ありませんが、彼らはWaldrich-
Siegenでの非常に個人的な思い
出話を語ってくれました。Rolf 
Bäumner（マシンフィッター）
、Bernhard Gabriel（設計エンジ
ニア－フライス盤）、Karl-Her-
mann Kolb（電気試運転の責任
者）、Rudolf Schäfer（設計エン
ジニア－旋盤）は1963年4月1日
にWaldrichSiegenで研修を開始
しました。今、彼らはWaldrich-
Siegenにおける勤続50周年を祝
っています。彼らは長い仕事人
生といくつかの誇らしい瞬間を
振り返ります。

Rudolf Schäferの最大の自慢は、
彼が設計したクランクシャフト
の旋盤です。「それらの装置の

一つはプロにより撮影されたも
のだ」と彼は言います。「私は
このビデオを家に持っていて、
時々お客さんに見せます。」同
僚の設計エンジニアBernhard 
Gabrielが付け加えます。「あな
たは自分が組み立てた機械を見
ると、自分の功績を誇りに思う
でしょう。たとえばProfiMillで
す。機械が正確かつ効率的に動
くことを誇りに思うでしょう。
」

企業、技術、プロセスはもちろ
ん、それらの多くは1963年以降
に変更されました。Rolf Bäumner 
（マシンフィッター）は言いま
す。「設計と電気設備の分野で
多くの変化がありました。しか
し、あなたが機械を見れば、い
くつかのものは同じだと気付く
でしょう。私たちはその当時多
くのプロセスを手動で行ったも
のです。」

それらの年月で最も重要なのは
WaldrichSiegenでの優れた作業
環境でした。同僚の一部は、

誇りある思い出と経験

50年後の最先端

R. Bäumner, R. Schäfer, K.-H. Kolb と B. Gabrielは彼らの50周年を祝います。

1962年WaldrichSiegenがBur-
bachの生産拠点で門型ミリング
マシンを注文した時、装置はそ
の機種中で最も近代的な装置で
後の18年間は正確に稼働しまし
た。WaldrichSiegenがSiegenか
らドイツのBurbachに生産拠点を
移転した後、当装置はBad Laas-
pheにある協力会社のJung Groß-
mechanik GmbH & Co.KGに売却
され、そこで30年使用されてお
ります。

その後、Jungは門型ミリングマ
シンを近代化することに決
め、WaldrichSiegenは、近代化
に向け説得力のあるコンセプト
を開発しました。完全な機械整
備、静圧ガイドウェイの導入、
新CNC制御装置、ProfiMillシリー
ズのミーリングヘッドを完全統
合しました。

近代化された機械の試運転は

2012年に実施されました。1962
年に最先端だったマシンはライ
フサイクルが一周してもとに戻
ったとようでうすが現在でも最
も近代的で強力な装置の一つと
して生まれ変わりました。オー
ダーメイドの近代化によりJung
は今後何十年も、効率的かつ正
確な委託製造のためにマシンを
使用することが可能となりまし
た。

Hubert Schuhen

C h e m n i t z、R S G e t r i e b e 
（HerkulesGroupの三社）は、1
つのブースで出展致します。社
員一同、ハノーバーで皆様のお
越しをお待ちしております！

トレーニングの終了
長い伝統のあるWald r i ch - 
Siegenのトレーニングが無
事終了し、後進に受け継が
れました。Kelsey Jungwirth
は2013年、全般的に優秀な
成績でカッティングマシン
のオペレータとしてのトレー
ニング過程を終えました。他
の10人の研修生も同様に優
秀な成績で試験に合格しま
した。Radoslaw Bochenek 
（フライス切削マシンオペレ
ータ）、Florian Dietermann 
（エレクトロニクス技術者）
、Sven-Oliver Jacob、（エレ
クトロニクス技術者）、Kevin-
Jens Klaas、（工業メカニッ
ク）、Alexander Magarjan 

新しい職場や仕事に移りまし
た。Rolf Bäumnerは転職しよ
うと思ったことは一度もありま
せん。「私は決して思わなかっ
た。我々はここでよくしてもら
いました。」

今、彼と3人の同僚は、退職後の
第二の人生を楽しみにしていま
す。彼らはまだ大きな計画を持
っていません。彼らは、自分の
家や庭の世話、ドロミテアルプ
スのハイキングに行ったり、自
分の孫を連れて散歩に行きたい
と思っています。彼らはこれか
ら、大きな機械から人生の小さ
な喜びに目を向けます。

（メカトロニクス技術者）
、Nico Schäfer、（産業機械
工）、Timo Schlotter、（切削
マシンオペレータ－旋削盤）
、Pascal Weinert、（メカト
ロニクス技術者）、Simon Fi-
scher及びPaul Paskal（切削
マシンオペレータ－フライス
盤）は2012年の夏に前倒しし
て試験を受け、トレーニング
を終了しました。

WaldrichSiegenの経営陣およ
び全ての従業員は、これらの
優れた成果祝福致します。

50年間確かな加工してからこの門型ミリングマシンがまた世界中で最も近代的で強力な装置の一つなりました。


